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2027 年３月期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

 

2026 年８月３日に公表しておりました 2027 年３月期の連結業績予想及び個別業績予想を下記の通り修正

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想の修正について 

 

(1) 2027年３月期中間期連結業績予想 (2026年４月１日～2026年９月 30日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり

中間純利益 

前回発表予想(A) 

(2026年８月３日発表) 

百万円 

1,235,000 

百万円 

65,000 

百万円 

126,000 

百万円 

137,000 

円 銭 

398.66 

今回発表予想(B) 1,275,000 72,000 162,000 178,000 517.93 

増減額(B－A) 40,000 7,000 36,000 41,000 - 

増減率(%) 3.2% 10.8% 28.6% 29.9% - 

(ご参考) 前期中間期実績 

(2026年３月期） 

 

869,772 

 

71,823 

 

114,607 

 

116,209 

 

337.25 

 

(2) 2027年３月期通期連結業績予想 (2026年４月１日～2027年３月 31日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(2026年８月３日発表) 

百万円 

2,230,000 

百万円 

135,000 

百万円 

225,000 

百万円 

240,000 

円 銭 

698.27 

今回発表予想(B) 2,370,000 151,000 295,000 300,000 872.68 

増減額(B－A) 140,000 16,000 70,000 60,000 - 

増減率(%) 6.3% 11.9% 31.1% 25.0% - 

(ご参考) 前期実績 

(2026年３月期） 

 

1,825,098 

 

127,002 

 

175,839 

 

213,260 

 

619.78 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２． 個別業績予想の修正について 

 

(1) 2027年３月期中間期個別業績予想 (2026年４月１日～2026年９月 30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想(A) 

(2026年８月３日発表) 

百万円 

499,000 

百万円 

24,000 

百万円 

50,000 

百万円 

52,000 

今回発表予想(B) 526,000 28,000 48,000 52,000 

増減額(B－A) 27,000 4,000 △2,000 0 

増減率(%) 5.4% 16.7% △4.0% 0.0% 

(ご参考) 前期中間期実績 

(2026年３月期） 

 

436,473 

 

34,269 

 

178,816 

 

176,874 

 

(2) 2027年３月期通期個別業績予想 (2026年４月１日～2027年３月 31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 

(2026年８月３日発表) 

百万円 

962,000 

百万円 

51,000 

百万円 

120,000 

百万円 

118,000 

今回発表予想(B) 1,041,000 60,000 132,000 127,000 

増減額(B－A) 79,000 9,000 12,000 9,000 

増減率(%) 8.2% 17.6% 10.0% 7.6% 

(ご参考) 前期実績 

(2026年３月期） 

 

896,095 

 

57,826 

 

232,650 

 

252,568 

 

３． 修正の理由 

ドライバルク事業、エネルギー事業における市況が、前回公表時の当社想定を上回る水準で推移しまし

た。加えて、コンテナ船事業を運営する当社持分法適用会社 OCEAN NETWORK EXPRESS PTE. LTD.において

も、堅調な市況を背景に、前回公表時の想定を上回る業績となる見込みです。これらを踏まえ、中間期及

び通期の業績予想を修正しました。 

 

 

以上 


